
新たな友好都市「米国ワシントン州グラント郡」について 

 

≪発端≫ 

 グラント郡は県営名古屋空港との姉妹空港のグラント郡国際空港を有している由縁で、県

を通じて本市に姉妹都市の提携を申し出たことによる。 

 

≪グラント郡の概要≫ 

アメリカ合衆国ワシントン州のシアトルから東に約 280ｋｍに位置し、人口は 95,360 人、

面積は7,229 ㎢で郡庁所在地はエフラタである。 

 現在、グラント郡国際空港において、三菱航空機㈱が開発しているスペースジェット（旧

ＭＲＪ）の試験飛行を実施している。 

関連する友好関係は平成 28 年(2016 年)、グラント郡国際空港と県営名古屋空港とで『姉

妹空港提携』を締結し、同平成 28 年(2016 年)に愛知県と、グラント郡が属しているワシン

トン州とで『友好交流及び相互協力に関する覚書』を締結している。 

 

≪経緯≫ 

 

【問合先】 シティプロモーション課 ℡0568-39-6528 

 

日時 内容 

H30.１月 23日 愛知県より米国ワシントン州グラント郡が交流希望しているとの打

診あり。 

H30. 4 月 10日 グラント郡より、モーゼスレイク港 デイビッド・ケント・ジョー

ンズ長官、ビッグベンドコミュニティカレッジ ブライス・ハンフ

リーズ副学長ら５名が来訪され、グラント郡について説明を受け意

見交換を行う。 

H30. 12 月 4日 グラント郡より、グラント郡 トム・テイラー長官、モーゼスレイ

ク港 デイビッド・ケント・ジョーンズ長官、モーゼスレイク教育

学区キャロル・メイヤー 副長官、ビッグベンドコミュニティカレッ

ジ ブライス・ハンフリーズ副学長ら８名が来訪され交流の内容な

ど意見交換を行う。その後、抹茶の呈茶や、小牧山、消防署を見学。 

R1．5月 12日～17日 地域活性化営業部部長、教育委員会主幹ら 3 名による視察。交通、

環境、治安などの現地調査と、児童・生徒や農商工業などの交流に

ついて意見交換を行う。 

R1. 7 月 29日 姉妹都市・友好都市交流委員会にて視察の報告及び今後の交流につ

いての説明。 

R1. 12 月(予定) 「（仮称）友好交流及び相互協力に関する覚書」の締結（予定）。 


















